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北

海

道

に

お

け

る

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

推

進

※ SDGｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）

２

０

１

５

年

９

月

に

開

催

さ

れ

た

国

連

サ

ミ

ッ

ト

に

お

い

て

「

我

々

の

世

界

を

変

革

す

る

：

持

続

可

能

な

開

発

の

た

め

の

２

０

３

０

ア

ジ

ェ

ン

ダ

」

が

採

択

さ

れ

、

17

の

ゴ

ー

ル

（

目

標

）

と

１

６

９

の

タ

ー

ゲ

ッ

ト

か

ら

な

る

「

持

続

可

能

な

開

発

目

標

（

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

※

）

」

が

掲

げ

ら

れ

ま

し

た

。

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

は

２

０

３

０

年

を

期

限

と

し

た

国

際

社

会

全

体

の

目

標

で

あ

り

、

「

誰

一

人

取

り

残

さ

な

い

」

社

会

の

実

現

を

目

指

し

、

経

済

・

社

会

・

環

境

を

め

ぐ

る

広

範

な

課

題

に

統

合

的

に

取

り

組

む

も

の

で

す

。

今

回

は

、

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

」

に

ま

つ

わ

る

北

海

道

の

取

組

状

況

な

ど

を

紹

介

し

ま

す

。

北

海

道

は

今

、

急

速

に

進

行

す

る

人

口

減

少

や

高

齢

化

、

道

民

の

安

全

・

安

心

を

揺

る

が

す

大

規

模

自

然

災

害

の

発

生

な

ど

、

地

域

の

存

続

に

関

わ

る

課

題

に

直

面

し

て

い

ま

す

。

一

方

、

豊

か

で

美

し

い

自

然

環

境

、

安

全

・

安

心

な

食

、

豊

富

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

、

ア

イ

ヌ

文

化

や

縄

文

遺

跡

群

と

い

っ

た

独

自

の

歴

史

や

文

化

な

ど

、

他

の

地

域

に

は

見

ら

れ

な

い

価

値

や

強

み

を

有

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

先

の

50

年

、

１

０

０

年

後

に

向

け

、

世

界

の

中

で

北

海

道

の

存

在

感

を

高

め

、

世

界

と

と

も

に

歩

む

、

持

続

可

能

な

地

域

づ

く

り

を

進

め

る

た

め

、

多

く

の

課

題

に

対

応

す

る

と

と

も

に

、

様

々

な

価

値

や

強

み

を

い

か

す

こ

と

に

よ

っ

て

、

豊

か

な

ふ

る

さ

と

北

海

道

を

次

世

代

へ

し

っ

か

り

と

引

き

継

い

で

い

く

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

道

は

オ

ー

ル

北

海

道

で

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

を

積

極

的

に

推

進

す

る

こ

と

と

し

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

推

進

に

関

す

る

体

制

整

備

や

取

組

の

方

向

性

な

ど

を

国

に

提

案

し

、

２

０

１

８

年

６

月

に

、

札

幌

市

、

ニ

セ

コ

町

、

下

川

町

と

と

も

に

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

未

来

都

市

」

に

選

定

さ

れ

ま

し

た

。

道

の

取

組

状

況

道

で

は

、

２

０

１

８

年

４

月

に

、

知

事

を

本

部

長

と

す

る

全

庁

横

断

的

な

「

北

海

道

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

本

部

」

を

設

置

し

、

道

の

各

種

計

画

の

策

定

等

に

お

い

て

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

要

素

を

反

映

す

る

と

と

も

に

、

毎

年

度

の

政

策

展

開

に

当

た

っ

て

も

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

に

関

連

す

る

施

策

の

推

進

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

ま

た

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

推

進

に

当

た

っ

て

は

、

道

庁

の

み

な

ら

ず

、

道

民

や

企

業

、

団

体

な

ど

、

道

内

の

多

様

な

主

体

が

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

に

つ

い

て

考

え

、

自

ら

の

行

動

に

つ

な

げ

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

す

。

そ

の

た

め

、

道

で

は

、

道

内

に

お

け

る

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

浸

透

や

取

組

の

▲ ＳＤＧｓ未来都市選定証授与式

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

エ

ス

デ

ィ

ー

ジ

ー

ズ

【 事務局】北海道総合政策部政策局計画推進課

団体・ＮＰＯ

道民

情報の

発信・ 共有

普及活動

意見交換

の場づくり

連携・ 協働

した取組

研究機関行政

企業

北海道ＳＤＧｓ推進ネットワーク

教育機関

裾

野

の

拡

大

を

目

的

と

し

て

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

実

践

者

や

関

心

の

あ

る

者

が

参

画

し

、

情

報

の

共

有

や

連

携

・

協

働

し

た

取

組

を

行

う

「

北

海

道

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

」

の

設

立

（

２

０

１

８

年

８

月

）

や

、

道

内

の

多

様

な

主

体

が

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

に

つ

い

て

考

え

、

自

ら

の

行

動

に

つ

な

げ

て

い

く

た

め

の

指

針

と

な

る

「

北

海

道

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

ビ

ジ

ョ

ン

」

の

策

定

（

２

０

１

８

年

12

月

）

な

ど

、

オ

ー

ル

北

海

道

で

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

集

特
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普

及

啓

発

の

取

組

今

後

の

展

開

「

北

海

道

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

ビ

ジ

ョ

ン

」

に

掲

げ

る

め

ざ

す

姿

「

世

界

の

中

で

輝

き

つ

づ

け

る

北

海

道

」

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

道

民

の

皆

様

を

は

じ

め

、

企

業

や

団

体

・

Ｎ

Ｐ

Ｏ

、

市

町

村

な

ど

多

様

な

主

体

が

、

幅

広

い

分

野

や

地

域

に

お

い

て

、

ビ

ジ

ョ

ン

に

沿

っ

た

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

取

組

が

活

発

に

展

開

す

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

道

で

は

、

引

き

続

き

、

各

主

体

と

連

携

し

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

ビ

ジ

ョ

ン

の

着

実

な

推

進

や

情

報

発

信

・

普

及

啓

発

に

取

り

組

む

ほ

か

、

道

内

各

地

域

に

お

い

て

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

加

入

促

進

や

、

地

域

の

方

々

が

参

加

す

る

意

見

交

換

会

の

開

催

に

取

り

組

む

な

ど

、

オ

ー

ル

北

海

道

で

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

推

進

に

向

け

た

取

組

を

進

め

て

い

き

ま

す

。

ビジョンの「めざす姿」

「世界の中で輝きつづける北海道」

～ 世界に誇れる北海道の魅力を磨き、育て、様々な強みを活かし、SDGsの推進に積極的

に取り組むことによって、「世界の中の北海道」としての存在感を高めながら、誰一人取り残さな

い、将来にわたって安心して心豊かに住み続けることができる地域社会を形成していく ～

Ⅰ あらゆる人々が将来の安全・安心を実感できる社会の形成

Ⅱ 環境・エネルギー先進地「北海道」の実現

Ⅲ 北海道の価値と強みを活かした持続可能な経済成長

Ⅳ 未来を担う人づくり

Ⅴ 持続可能で個性あふれる地域づくり

「めざす姿」の

実現に向けた

５つの

優先課題

ビジョンの位置付け

道

北海道ＳＤＧｓ

推進本部

（本部長：知事）

・互いに共有する

基本的な指針

・取組を促す

ガイドライン

北海道ＳＤＧｓ

推進ビジョン

多様な主体

北海道

SDGs
推進ネットワーク

企業

道民

団体・

NPO

教育・研究機関

行政

※

次

ペ

ー

ジ

以

降

で

は

、

経

済

・

社

会

・

環

境

の

三

側

面

に

お

け

る

新

し

い

価

値

創

出

を

通

し

て

持

続

的

な

開

発

を

実

現

す

る

先

導

的

な

取

組

と

し

て

、

２

０

１

８

年

に

、

国

か

ら

「

自

治

体

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

モ

デ

ル

事

業

」

に

選

定

さ

れ

た

ニ

セ

コ

町

と

下

川

町

の

取

組

を

紹

介

し

ま

す

。

▲ 吉本興業（株）等と共に開催した

ウォーキングイベント

「ＳＤＧｓウォーク2018」

▲ 企業や札幌市と共に開催した

国際映像コンテスト「ＳＤＧｓ

クリエイティブアワード」

▲ 北海道ＳＤＧｓ推進ビジョンの概要

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

推

進

に

は

、

道

民

の

皆

様

の

理

解

が

広

が

り

様

々

な

取

組

が

展

開

さ

れ

る

こ

と

が

必

要

で

す

が

、

道

が

実

施

し

た

「

平

成

30

年

度

道

民

意

識

調

査

」

で

は

、

約

７

割

の

方

が

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

に

つ

い

て

「

知

ら

な

か

っ

た

」

と

回

答

す

る

な

ど

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

認

知

度

は

低

い

状

況

に

あ

り

ま

す

。

そ

の

た

め

、

多

様

な

主

体

と

連

携

し

た

イ

ベ

ン

ト

の

開

催

や

出

前

講

座

の

実

施

な

ど

、

様

々

な

情

報

発

信

・

普

及

啓

発

に

も

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

よく知っていた

2.0％

少し知っていた

7.5％

聞いたことがある

程度だった

16.9％

知らなかった

69.9％

無回答

3.7％

【Ｑ．「ＳＤＧｓ」を知っていましたか】

▲

平成30（2018）年度道民意識調査
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世

界

一

と

も

評

さ

れ

る

パ

ウ

ダ

ー

ス

ノ

ー

を

求

め

、

国

内

外

か

ら

多

く

の

ス

キ

ー

ヤ

ー

達

が

訪

れ

る

ニ

セ

コ

エ

リ

ア

。

そ

の

真

ん

中

に

位

置

す

る

人

口

約

５

０

０

０

人

の

ま

ち

が

ニ

セ

コ

町

で

す

。

観

光

業

と

農

業

が

主

な

産

業

で

す

が

、

こ

の

二

つ

の

主

産

業

を

支

え

る

基

盤

は

、

先

人

か

ら

引

き

継

い

で

き

た

「

豊

か

な

自

然

環

境

」

に

ほ

か

な

り

ま

せ

ん

。

現

在

、

町

で

は

移

住

者

が

増

え

人

口

増

加

が

続

い

て

お

り

、

地

域

の

開

発

も

多

く

な

っ

て

い

ま

す

が

、

こ

の

豊

か

な

自

然

環

境

を

守

り

、

育

て

、

地

域

の

豊

か

さ

と

と

も

に

し

っ

か

り

と

次

世

代

に

引

き

継

い

で

い

く

た

め

の

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

て

い

ま

す

。

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り

と

「

相

互

扶

助

」

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

と

の

親

和

性

ニセコ町

ま

た

、

ニ

セ

コ

町

の

ま

ち

づ

く

り

の

根

底

に

は

、

「

相

互

扶

助

」

の

理

念

が

あ

り

ま

す

。

１

９

２

２

年

、

白

樺

派

の

文

豪

有

島

武

郎

が

旧

狩

太

村

（

現

在

の

ニ

セ

コ

町

）

に

保

有

す

る

農

地

を

、

遺

訓

「

相

互

扶

助

」

と

と

も

に

小

作

人

に

無

償

開

放

し

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

当

時

の

我

が

国

の

社

会

に

大

き

な

衝

撃

を

与

え

、

同

時

に

村

民

に

自

律

の

気

風

を

生

ん

だ

偉

業

と

な

り

、

現

在

の

ま

ち

づ

く

り

に

引

き

継

が

れ

て

い

ま

す

。

２

０

１

８

年

６

月

、

ニ

セ

コ

町

は

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

未

来

都

市

」

に

選

定

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

ニ

セ

コ

町

の

ま

ち

づ

く

り

の

理

念

「

相

互

扶

助

」

や

こ

れ

ま

で

の

取

組

（

次

頁

参

照

）

が

「

誰

一

人

取

り

残

さ

な

い

」

社

会

を

目

指

す

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

目

標

と

同

一

線

上

に

あ

り

、

高

い

親

和

性

が

あ

る

こ

と

が

理

由

と

考

え

て

い

ま

す

。

町

で

は

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

未

来

都

市

と

し

て

、

こ

れ

ま

で

町

民

の

皆

さ

ん

と

実

践

し

て

き

た

取

組

を

さ

ら

に

磨

き

上

げ

、

相

乗

効

果

を

生

み

出

し

な

が

ら

「

ニ

セ

コ

町

ら

し

い

」

ま

ち

づ

く

り

を

さ

ら

に

前

に

進

め

て

い

き

ま

す

。

そ

し

て

そ

の

取

組

が

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

目

標

達

成

に

も

つ

な

が

る

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

有

島

武

郎

の

遺

訓

「

相

互

扶

助

」

▲

特 集

Ｓ Ｄ Ｇ ｓエスディージーズ
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Ｃ

Ｏ

２

削

減

と

経

済

活

性

化

の

両

立

を

目

指

し

た

も

の

と

な

っ

て

い

ま

す

。

な

お

、

環

境

と

経

済

の

両

立

例

と

し

て

は

、

景

観

条

例

等

の

制

定

に

よ

る

町

独

自

の

厳

し

い

開

発

ル

ー

ル

も

あ

り

ま

す

。

こ

れ

に

よ

り

、

町

の

環

境

・

開

発

に

対

す

る

方

針

を

明

ら

か

に

し

、

乱

開

発

を

防

止

す

る

と

と

も

に

、

町

の

考

え

に

共

感

し

た

投

資

、

優

良

な

開

発

を

呼

び

込

む

も

の

で

す

。

こ

れ

ら

の

取

組

の

一

つ

一

つ

を

「

情

報

共

有

」

と

「

住

民

参

加

」

の

も

と

実

施

し

て

い

ま

す

が

、

ニ

セ

コ

町

で

は

、

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り

の

実

現

に

は

、

住

民

や

関

係

者

の

自

治

意

識

が

欠

か

せ

な

い

も

の

と

考

え

て

い

ま

す

。

今

後

の

展

開

～

Ｎ

Ｉ

Ｓ

Ｅ

Ｋ

Ｏ

生

活

・

モ

デ

ル

地

区

～

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

未

来

都

市

の

取

組

と

し

て

、

今

後

の

中

核

事

業

に

位

置

付

け

て

い

る

の

が

、

「

自

治

体

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

モ

デ

ル

事

業

」

に

選

定

さ

れ

た

「

Ｎ

Ｉ

Ｓ

Ｅ

Ｋ

Ｏ

生

活

・

モ

デ

ル

地

区

」

の

構

築

事

業

で

す

。

人

口

増

加

傾

向

が

続

く

中

、

住

宅

不

足

・

労

働

力

不

足

の

解

消

に

向

け

、

市

街

地

近

郊

に

「

ニ

セ

コ

町

ら

し

い

」

暮

ら

し

を

体

現

し

た

、

持

続

可

能

な

生

活

空

間

（

住

宅

街

区

）

を

新

た

に

形

成

し

ま

す

。

２

０

１

８

年

度

に

策

定

し

た

事

業

構

想

に

お

い

て

８

つ

の

コ

ン

セ

プ

ト

を

定

め

、

単

な

る

住

宅

地

で

は

な

く

、

地

域

経

済

の

活

性

化

に

資

す

る

環

境

配

慮

型

住

宅

の

建

設

、

域

外

流

出

し

て

い

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

コ

ス

ト

の

削

減

と

地

域

エ

ネ

ル

ギ

ー

会

社

に

よ

る

電

熱

供

給

、

「

相

互

扶

助

」

が

息

づ

く

活

発

な

自

治

活

動

な

ど

の

実

現

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

こ

の

モ

デ

ル

地

区

の

形

成

に

よ

り

、

ニ

セ

コ

町

で

は

、

町

の

ブ

ラ

ン

ド

価

値

を

向

上

さ

せ

、

住

み

た

く

な

る

ま

ち

、

住

む

こ

と

が

誇

り

に

思

え

る

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

て

い

ま

す

。

の

課

題

等

を

町

民

と

共

有

し

、

そ

れ

ぞ

れ

が

自

主

的

に

協

力

し

合

っ

て

取

り

組

む

、

み

ん

な

が

「

自

ら

考

え

、

行

動

す

る

」

自

治

の

ま

ち

づ

く

り

に

取

り

組

み

、

環

境

面

で

は

、

徹

底

し

た

ご

み

の

分

別

リ

サ

イ

ク

ル

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

導

入

、

水

環

境

を

保

全

す

る

ル

ー

ル

作

り

な

ど

を

行

っ

て

い

ま

す

。

特

に

「

環

境

モ

デ

ル

都

市

」

と

し

て

、

Ｃ

Ｏ

２

排

出

量

を

86

％

削

減

す

る

目

標

達

成

に

向

け

た

取

組

を

進

め

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

は

、

ニ

セ

コ

町

で

は

、

２

０

０

０

年

、

全

国

で

初

め

て

の

自

治

基

本

条

例

、

ま

ち

の

憲

法

と

い

わ

れ

る

「

ニ

セ

コ

町

ま

ち

づ

く

り

基

本

条

例

」

を

制

定

し

、

「

情

報

共

有

」

と

「

住

民

参

加

」

に

よ

る

ま

ち

づ

く

り

を

実

践

し

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、

町

の

予

算

を

分

か

り

や

す

く

町

民

に

お

伝

え

す

る

予

算

説

明

書

を

作

成

し

、

全

戸

配

布

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

ま

ち

こ

れ

ま

で

の

取

組

▲ ＳＤＧｓ未来都市としてのニセコ町の取組イメージ図

町

民

向

け

予

算

説

明

書

「

も

っ

と

知

り

た

い

こ

と

し

の

仕

事

」

▲
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下

川

町

は

、

人

口

３

３

０

０

人

の

小

規

模

自

治

体

で

す

が

、

町

の

面

積

は

東

京

23

区

と

同

等

で

、

こ

の

う

ち

森

林

が

88

％

を

占

め

、

古

く

か

ら

森

林

資

源

を

活

用

し

た

ま

ち

づ

く

り

を

行

っ

て

い

ま

す

。

特

に

、

２

０

０

７

年

に

施

行

し

た

、

下

川

町

自

治

基

本

条

例

の

前

文

に

「

持

続

可

能

な

地

域

社

会

の

実

現

を

目

指

す

」

こ

と

を

位

置

付

け

、

国

か

ら

環

境

モ

デ

ル

都

市

（

２

０

０

８

年

）

、

環

境

未

来

都

市

（

２

０

１

１

年

）

の

選

定

を

受

け

る

な

ど

し

て

、

経

済

・

社

会

・

環

境

の

３

側

面

の

価

値

創

造

、

統

合

的

解

決

を

コ

ン

セ

プ

ト

と

し

た

取

組

（

森

林

未

来

都

市

構

想

）

を

進

め

て

い

ま

す

。

経

済

・

社

会

・

環

境

の

価

値

創

造

・

統

合

的

解

決

に

よ

り

持

続

可

能

な

地

域

社

会

を

創

る

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

を

取

り

入

れ

た

地

域

活

性

化

下川町

しもかわちょう

評

価

を

さ

れ

、

２

０

１

７

年

12

月

に

「

第

１

回

ジ

ャ

パ

ン

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

ア

ワ

ー

ド

」

に

お

い

て

内

閣

総

理

大

臣

賞

（

最

高

賞

）

を

受

賞

し

ま

し

た

。

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

は

国

際

的

な

目

標

で

す

が

、

経

済

・

社

会

・

環

境

の

３

側

面

に

お

け

る

統

合

的

解

決

を

基

本

的

な

考

え

方

と

し

、

持

続

可

能

な

森

林

経

営

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

、

気

候

変

動

対

策

、

健

康

、

教

育

な

ど

身

近

な

目

標

が

掲

げ

ら

れ

、

下

川

町

の

方

向

性

や

取

組

と

親

和

性

が

高

い

こ

と

か

ら

、

町

で

は

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

を

地

域

活

性

化

の

ツ

ー

ル

と

し

て

取

り

入

れ

て

い

ま

す

。

具

体

的

に

は

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

を

取

り

入

れ

た

政

策

体

系

の

構

築

に

取

り

組

み

、

第

１

回

ジ

ャ

パ

ン

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

ア

ワ

ー

ド

内

閣

総

理

大

臣

賞

受

賞

具

体

的

に

は

、

森

林

資

源

を

余

す

こ

と

な

く

使

う

森

林

総

合

産

業

（

経

済

）

の

構

築

、

森

林

バ

イ

オ

マ

ス

な

ど

に

よ

る

地

域

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

給

と

低

炭

素

化

（

環

境

）

、

集

落

再

生

な

ど

超

高

齢

化

対

応

社

会

の

創

造

に

統

合

的

に

取

り

組

み

、

こ

の

結

果

、

人

口

減

少

が

緩

和

、

近

年

で

は

、

社

会

動

態

人

口

超

過

の

年

も

散

見

さ

れ

、

地

域

熱

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

給

率

は

49

％

に

到

達

す

る

な

ど

、

好

傾

向

が

見

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

取

組

と

実

績

が

▲ 病院・小学校へ熱を供給している木質バイオマスボイラ ▲ エネルギーを核としたコンパクトタウンによる集落活性化

▲ 第１回ジャパンＳＤＧｓアワード

内閣総理大臣賞受賞

特 集
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多

様

な

人

々

と

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

に

よ

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

展

開

が

必

要

で

あ

る

た

め

、

こ

の

推

進

母

体

と

な

る

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

セ

ン

タ

ー

」

を

創

設

し

、

住

民

や

地

域

団

体

が

実

施

す

る

社

会

課

題

解

決

や

地

域

資

源

を

活

用

し

た

価

値

創

造

活

動

な

ど

へ

の

サ

ポ

ー

ト

、

地

域

と

都

市

や

地

域

外

企

業

・

団

体

と

の

連

携

促

進

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

や

２

０

３

０

年

ビ

ジ

ョ

ン

の

町

内

へ

の

普

及

啓

発

や

国

内

外

へ

の

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

シ

モ

カ

ワ

」

の

発

信

な

ど

を

行

う

「

共

創

と

展

開

の

拠

点

」

と

し

て

、

「

２

０

３

０

年

ビ

ジ

ョ

ン

」

の

実

現

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

い

ま

す

。

持

続

可

能

な

地

域

社

会

の

実

現

と

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

達

成

下

川

町

が

目

指

す

、

「

持

続

可

能

な

地

域

社

会

の

実

現

」

の

た

め

に

は

、

地

域

内

外

の

多

様

な

人

々

と

の

連

携

と

共

創

が

不

可

欠

で

あ

り

、

今

後

も

引

き

続

き

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

へ

の

貢

献

に

つ

な

が

る

取

組

を

進

め

て

い

き

ま

す

。

下

川

町

は

、

２

０

１

８

年

６

月

に

は

、

国

か

ら

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

未

来

都

市

」

と

「

自

治

体

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

モ

デ

ル

事

業

」

に

選

定

さ

れ

ま

し

た

。

内

容

は

、

「

２

０

３

０

年

ビ

ジ

ョ

ン

」

と

、

そ

の

実

現

の

た

め

の

「

打

ち

手

（

事

業

）

」

を

中

核

と

す

る

も

の

で

す

。

モ

デ

ル

事

業

の

主

な

取

組

と

し

て

は

、

「

２

０

３

０

年

ビ

ジ

ョ

ン

」

の

達

成

に

は

、

地

域

内

外

の

未

来

の

姿

か

ら

逆

算

し

て

現

在

の

施

策

を

考

え

る

、

い

わ

ゆ

る

「

バ

ッ

ク

キ

ャ

ス

テ

ィ

ン

グ

」

の

発

想

で

、

２

０

１

８

年

４

月

に

“

下

川

版

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

”

と

も

言

え

る

「

２

０

３

０

年

に

お

け

る

下

川

町

の

あ

り

た

い

姿

（

２

０

３

０

年

ビ

ジ

ョ

ン

）

」

を

策

定

、

２

０

１

９

年

３

月

に

は

、

こ

の

実

現

計

画

と

な

る

下

川

町

総

合

計

画

（

最

上

位

計

画

）

を

策

定

し

、

２

０

３

０

年

ま

で

を

計

画

期

間

と

し

て

実

行

し

て

い

く

考

え

で

す

。

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

未

来

都

市

・

し

も

か

わ

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

推

進

に

お

け

る

吉

本

興

業

と

の

連

携

協

定

発

表

会

見

▲

▲ 「2030年における下川町のありたい姿策定会議」

２

０

３

０

年

に

お

け

る

下

川

町

の

あ

り

た

い

姿

７

ゴ

ー

ル

▲


